
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
交
流
を

平
準
化
や
新
価
値
創
造
に
力

日
本
観
光
振
興
協
会
　

最
明
仁
理
事
長

日
本
温
泉
協
会
　

笹
本
森
雄
会
長

ユ
ネ
ス
コ
登
録
と
地
熱
対
策

創
立

年
へ
温
泉
を
次
代
に

　
　
　
新
年
の
展
望
を
聞
く

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

（３） 第３２０３号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１月１日（月曜日）

　
―
―
（
聞
き
手
・
内
井
高
弘
）

２
０
２
３
年
を
振
り
返
る
と
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
業
界
は

大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
が
、

５
月
に
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け

が
「
５
類
」
に
な
っ
た
こ
と
で
旅

行
需
要
が
回
復
、
観
光
地
に
に
ぎ

わ
い
が
戻
っ
た
。
観
光
は
人
が
動

く
こ
と
で
価
値
が
出
る
産
業
な
の

で
、
日
常
が
戻
る
と
い
う
の
は
何

よ
り
の
喜
び
だ
。
対
面
で
交
流
す

る
こ
と
の
大
切
さ
も
改
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
―
―
印
象
的
な
出
来
事
は
。

　

月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
ツ

ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
。

来
場
者
数

万
人
の
目
標
を
ほ
ぼ

達
成
で
き
た
。
何
よ
り
、
観
光
事

業
者
、
一
般
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の

目
的
意
識
を
持
っ
て
参
加
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
、
手
ご
た
え
を

感
じ
た
。
今
や
Ｉ
Ｔ
Ｂ
ベ
ル
リ
ン

や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
旅
行
博
な
ど
に

匹
敵
す
る
有
意
義
な
ト
レ
ー
ド
シ

ョ
ー
に
な
っ
た
。

　
―
―
大
阪
開
催
は

年
の
大
阪

・
関
西
万
博
を
意
識
し
た
？

　
万
博
の
観
光
需
要
創
出
効
果
は

絶
大
だ
。
前
売
券
の
販
売
も
開
始

さ
れ
、
い
よ
い
よ
足
音
を
感
じ
て

い
る
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
報
道
も
多

く
あ
る
一
方
、
今
年

歳
と
な
っ

た
成
人
の
８
割
が
支
持
し
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
も
あ
る
。
冷
静

に
万
博
の
意
義
を
捉
え
、
日
本
を

良
く
す
る
、
変
え
て
い
こ
う
と
い

う
気
概
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
―
―
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
回
復
す

る
一
方
で
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
ス
マ
ホ
片
手
に
散
策
し
て
い
る

外
国
人
旅
行
者
の
姿
を
よ
く
見
か

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
商
店
街
、

銭
湯
に
も
多
く
訪
れ
て
い
る
。
有

名
観
光
地
は
こ
の
比
で
は
な
い
だ

ろ
う
な
と
想
像
で
き
る
。

　
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
「
観

光
公
害
」
と
訳
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
公
害
と
い
う
表
現
は
い
か

が
な
も
の
か
。
観
光
が
悪
い
イ
メ

ー
ジ
で
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
、非
常
に
危
惧
し
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
一
部
の

地
域
の
一
部
の
時
期
、
時
間
帯
に

交
通
や
ご
み
処
理
能
力
が
観
光
客

増
に
追
い
つ
か
ず
、
地
域
住
民
の

生
活
へ
の
影
響
、
旅
行
者
の
満
足

度
低
下
へ
の
懸
念
が
あ
る
と
い
う

こ
と
の
意
味
だ
と
い
う
こ
と
を
平

易
な
表
現
で
伝
え
る
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
東
京
に
も
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
来
て
い
る
が
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
話
は
聞
か
な
い
。

多
く
の
観
光
客
を
誘
致
す
る
こ
と

が
弊
害
を
生
む
の
で
は
な
く
、
ピ

ー
ク
を
平
準
化
し
、
広
く
国
内
の

地
域
に
需
要
を
分
散
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
、
観
光
業
界
も
き
ち
ん
と
広
報

し
て
こ
な
か
っ
た
責
任
も
あ
る
。

当
協
会
で
は
そ
の
反
省
に
立
っ

て
、
今
後
国
民
へ
の
広
報
、
説
明

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
る
。

　
―
―
政
府
は

年
に
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
６
千
万
人
を
目
標
に
掲
げ
て

い
る
が
、
受
け
入
れ
態
勢
が
十
分

と
は
い
え
な
い
。

　
お
も
て
な
し
精
神
は
高
く
評
価

さ
れ
る
が
、
日
本
で
は
言
葉
に
苦

労
し
た
と
い
う
感
想
も
聞
く
。
一

方
で
外
国
語
を
話
す
若
い
人
は
着

実
に
増
え
て
い
る
し
、
翻
訳
ア
プ

リ
機
能
も
充
実
す
る
だ
ろ
う
。
ほ

か
に
は
、
ハ
ラ
ル
対
応
や
礼
拝
の

設
備
の
充
実
、
さ
ら
な
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
―
―
人
手
不
足
も
深
刻
な
問
題

で
、
業
界
の
成
長
の
足
か
せ
に
な

っ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
を
踏
ま
え
、
近
い
将

来
起
こ
り
得
る
問
題
と
い
わ
れ
て

い
た
が
、
コ
ロ
ナ
を
境
に
急
激
に

目
の
前
に
現
れ
た
。
正
直
、
数
少

な
い
若
い
世
代
の
取
り
合
い
か
、

外
国
人
労
働
者
の
活
用
し
か
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。
同
時
に
、
Ａ

Ｉ
や
Ｄ
Ｘ
の
導
入
な
ど
で
カ
バ
ー

し
て
い
く
。
何
よ
り
、
観
光
業
が

魅
力
あ
る
産
業
、
働
く
場
と
し
て

選
ば
れ
る
職
種
に
業
界
挙
げ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
―
―

年
の
展
望
は
。

　
大
き
な
話
題
に
な
り
そ
う
な
の

が
３
月
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
―
敦

賀
間
開
業
だ
。

年

月
に
北
陸

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
（
Ｄ
Ｃ
）
の
全
国
宣
伝
販
売

促
進
会
議
が
福
井
市
で
開
か
れ
、

私
も
出
席
し
た
が
、
し
っ
か
り
と

準
備
で
き
て
い
る
な
と
思
っ
た
。

　
ま
た
、
万
博
開
催
１
年
前
、
ツ

ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
の

東
京
開
催
（
９
月
）
、
「
大
地
の

芸
術
祭
　
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
２
４
」
（
７
～


月
、
新
潟
県
十
日
町
市
）
が
あ

る
。
大
地
の
芸
術
祭
は

万
人
以

上
が
足
を
運
ぶ
。
ス
ポ
ー
ツ
や
音

楽
イ
ベ
ン
ト
も
大
き
く
数
字
が
伸

び
る
は
ず
。
日
観
振
で
も
積
極
的

に
発
信
し
て
い
く
。

　
―
―
観
光
復
活
だ
が
、
国
内
旅

行
活
性
化
に
つ
い
て
は
。

　
日
本
人
が
国
内
旅
行
を
し
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
が
補
完
す
る
形
が
理

想
的
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
、
一
部
マ
ス
コ
ミ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
あ
お
り
を
受
け
て
し
ま

い
、
自
治
体
が
交
流
の
流
れ
を
止

め
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
感
染
が
拡

大
す
る
た
び
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
県
民
・
市
民

へ
の
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
と
は

い
え
、
業
界
か
ら
す
る
と
厳
し
い

対
応
だ
っ
た
。
ま
た
何
か
起
き
た

ら
同
様
の
措
置
を
取
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
政
治
の
発
言
は
と
て
も
重
い
。

特
に
自
治
体
の
首
長
が
観
光
振
興

に
無
関
心
だ
と
影
響
は
計
り
知
れ

な
い
。ト
ッ
プ
が
観
光
を
理
解
し
、

本
気
で
動
か
な
け
れ
ば
、
観
光
振

興
は
進
ま
な
い
と
思
う
。
コ
ロ
ナ

禍
で
官
邸
、
観
光
庁
を
は
じ
め
政

府
は
観
光
を
し
っ
か
り
支
え
よ
う

と
努
力
を
し
て
く
れ
た
。
一
方
、

わ
れ
わ
れ
観
光
産
業
が
一
体
と
な

っ
て
そ
の
応
援
に
応
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
か
、
し
っ
か
り
振
り
返

り
を
し
な
が
ら
、
「
観
光
の
重
要

性
」
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
そ
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
観
光

交
流
を
発
展
さ
せ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

も
同
様
に
増
や
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
海
外
に
行
き
た
く

な
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
―
―
日
観
振
は

年
度
、
ど
ん

な
事
業
展
開
を
。

　
ま
ず
観
光
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
と
し
て
政
府
な
ど
に
広
く
提

言
、
要
望
活
動
を
行
う
。
国
民
に

対
し
て
も
観
光
の
重
要
性
を
広
く

広
報
す
る
。
観
光
の
経
済
波
及
効

果
を
受
け
る
企
業
、
団
体
と
の
連

携
を
強
め
る
。

　
次
に
観
光
に
よ
り
地
域
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
す
る
力
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
一

助
と
し
て
、
世
界
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
活

用
す
る
Ｄ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
―
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
の
導
入
支
援
事
業

を
引
き
続
き
行
う
。
全
国
観
光
Ｄ

Ｍ
Ｐ
、
デ
ジ
タ
ル
観
光
統
計
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
を
構
築
し
、
地
域
間

の
互
換
性
を
高
め
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
デ
ー
タ
を
集
積
・
提
供
し
て
い

き
た
い
。
こ
れ
ら
の
施
策
を
組
み

合
わ
せ
、
旅
行
の
平
準
化
や
新
し

い
価
値
の
創
造
、
旅
行
者
と
受
け

入
れ
る
地
域
双
方
に
喜
ば
れ
る
観

光
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

　
―
―
（
聞
き
手
・
向
野
悟
）
２

０
１
８
年
度
に
会
長
に
就
任
し
、

現
在
３
期
目
に
な
る
。
協
会
活
動

の
状
況
は
。

　
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
リ
ア
ル

な
会
議
で
丁
々
発
止
の
議
論
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
協

会
の
事
業
も
正
常
化
し
、
い
ろ
い

ろ
と
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
会

員
総
会
は

年
度
、

年
度
と
書

面
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
だ
っ

た
が
、

年
度
に
は
箱
根
湯
本
温

泉
（
神
奈
川
県
）
で
、

年
度
に

は
湯
原
温
泉
（
岡
山
県
）
で
開
催

で
き
た
。

年

月
に
は
コ
ロ
ナ

禍
で
休
止
が
続
い
て
い
た
「
旅
と

温
泉
展
」
を
東
京
・
渋
谷
で
開
催

し
、
全
国
の
温
泉
地
や
温
泉
宿
泊

施
設
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。「
温
泉
検
定
」

は
コ
ロ
ナ
下
で
も
感
染
対
策
を
講

じ
て
継
続
し
、
第
５
回
の
試
験
を


年
３
月
に
実
施
す
る
予
定
だ
。

海
外
の
温
泉
関
係
団
体
と
の
交
流

も
復
活
し
、

月
に
は
韓
国
、


月
に
は
台
湾
の
温
泉
振
興
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
め
て
観
光
需
要
が

戻
っ
て
き
て
い
る
が
、
温
泉
事
業

者
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
た
。
ま
た
、
人
手
不
足

や
後
継
者
問
題
な
ど
を
抱
え
て
い

る
。
次
世
代
に
温
泉
を
受
け
継
い

で
い
け
る
よ
う
事
業
、
活
動
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
―
―
「
温
泉
文
化
」
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
向
け
た

活
動
の
状
況
は
。

　
当
協
会
で
は

年
度
の
会
員
総

会
に
お
い
て
、群
馬
県
・
法
師
温
泉

長
寿
館
の
館
主
で
、当
時
、群
馬
県

温
泉
協
会
の
会
長
だ
っ
た
岡
村
興

太
郎
氏（
現
・
日
本
温
泉
協
会
代
表

理
事
常
務
副
会
長
）が
会
員
提
出

議
題
と
し
て
、協
会
の
事
業
と
し

て
登
録
を
目
指
す
議
案
を
上
程

し
、全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
た
。そ

の
後
、コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
だ
っ
た
が
、全
国

温
泉
振
興
議
員
連
盟
や
群
馬
県
の

ご
支
援
の
も
と
、
年

月
に「
温

泉
文
化
」ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
登
録
推
進
議
員
連
盟
と
、「
温
泉

文
化
」ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

登
録
を
応
援
す
る
知
事
の
会
が
発

足
し
、活
動
が
一
気
に
活
発
に
な

っ
て
き
た
。関
係
の
皆
さ
ま
と
連

携
し
て
活
動
を
強
化
し
た
い
。

　
―
―
「
温
泉
文
化
」
の
登
録
の

見
通
し
や
課
題
は
。

　
当
協
会
で
は
群
馬
県
の
協
力
の

も
と
、
温
泉
に
関
係
す
る
専
門
家

や
有
識
者
で
構
成
す
る
温
泉
文
化

有
識
者
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、

「
温
泉
文
化
」
の
定
義
な
ど
を
議

論
し
た
。
座
長
に
は
元
文
化
庁
長

官
の
青
柳
正
規
氏
に
就
い
て
い
た

だ
い
た
。

年
７
月
の
中
間
取
り

ま
と
め
で
は
、
「
温
泉
文
化
」
を

「
自
然
の
恵
み
で
あ
る
温
泉
を
通

し
て
、
心
と
体
を
癒
や
す
、
日
本

国
民
全
体
の
幅
広
い
生
活
文
化
」

と
定
義
づ
け
た
。

年

月
に
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
式
サ
ウ
ナ
の
伝
統
」

の
取
り
組
み
を
参
考
に
、
国
連
教

育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ
ス
コ
）

へ
の
提
案
を
準
備
す
る
こ
と
が
提

言
さ
れ
て
い
る
。

　
課
題
は
、
推
進
態
勢
の
強
化
と

国
民
の
機
運
醸
成
だ
。
民
間
の
推

進
組
織
と
し
て
は
、
全
国
旅
館
ホ

テ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合

会
、
日
本
旅
館
協
会
と
、
当
協
会

が
中
心
と
な
っ
て
全
国
推
進
協
議

会
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
で

政
、
官
、
学
、
民
の
各
界
が
連
携

で
き
る
体
制
が
整
っ
た
が
、
温
泉

・
観
光
関
連
の
団
体
や
企
業
を
は

じ
め
幅
広
く
参
画
を
呼
び
掛
け
、

会
員
増
強
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
登
録
の
機
運
醸
成
で
は
、

国
民
の
皆
さ
ま
の
賛
同
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
関
連
団
体
に
も
協
力
し

て
も
ら
っ
て
署
名
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。
群
馬
県
で
は
す
で
に
１

万
筆
を
超
え
る
署
名
を
集
め
て
お

り
、
全
国
的
な
呼
び
掛
け
を
強
化

し
て
い
く
。
「
温
泉
文
化
」
を
ユ

ネ
ス
コ
に
提
案
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
国
内
候
補
へ
の
選
出
を
政
府

に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い
。

　
―
―
近
年
、
地
熱
発
電
開
発
の

影
響
と
み
ら
れ
る
温
泉
の
減
衰
や

減
温
が
一
部
の
温
泉
事
業
者
か
ら

報
告
さ
れ
て
い
る
。
温
泉
資
源
の

保
護
に
関
す
る
取
り
組
み
は
。

　
地
熱
発
電
と
温
泉
入
浴
は
同
様

の
熱
源
を
も
と
に
事
業
を
行
っ
て

い
る
。
大
規
模
、
大
深
度
の
開
発

に
よ
る
温
泉
へ
の
影
響
が
全
く
な

い
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。し
か
し
、

Ｃ
Ｏ

排
出
量
の
削
減
な
ど
地
球

環
境
の
問
題
は
避
け
て
通
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
当
協
会
と
し
て
も

国
策
と
し
て
推
進
さ
れ
る
地
熱
開

発
に
「
反
対
の
た
め
の
反
対
」
を

す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
特
に
大

規
模
な
地
熱
発
電
開
発
に
は
慎
重

な
対
応
を
求
め
、
次
の
条
件
を
満

た
す
よ
う
提
案
し
て
い
る
。
①
行

政
や
温
泉
事
業
者
な
ど
地
元
の
合

意
②
客
観
性
が
担
保
さ
れ
た
相
互

の
情
報
公
開
と
第
三
者
機
関
の
創

設
③
過
剰
採
取
防
止
の
規
制
④
継

続
的
か
つ
広
範
囲
に
わ
た
る
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
徹
底
⑤
被
害
を

受
け
た
温
泉
と
温
泉
地
の
回
復
作

業
の
明
文
化
。
こ
の
５
点
を
条
件

と
す
る
よ
う
関
係
省
庁
や
関
係
機

関
に
要
望
し
て
い
る
。

　
地
熱
発
電
の
開
発
事
業
者
は
温

泉
入
浴
施
設
に
影
響
が
出
た
こ
と

は
な
い
と
言
う
が
、当
協
会
に
は
、

減
温
や
減
衰
を
報
告
し
て
き
て
い

る
事
業
者
が
い
る
。
温
泉
を
守
っ

て
き
た
施
設
が
営
業
を
継
続
で
き

な
く
な
る
事
態
は
容
認
で
き
な

い
。
地
下
構
造
の
把
握
に
は
不
確

実
な
部
分
も
多
い
。
科
学
的
な
デ

ー
タ
が
不
足
し
、
温
泉
入
浴
施
設

が
減
温
や
減
衰
の
要
因
を
証
明
す

る
の
は
難
し
い
が
、
温
泉
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
普
及
さ
せ
、
不
測
の
事

態
に
は
開
発
側
に
補
償
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
―
―
日
本
温
泉
協
会
と
し
て
今

後
注
力
し
た
い
事
業
は
。

　
当
協
会
は
、
５
年
後
の
２
０
２

９
年

月
に
創
立
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
。
次
の
１
０
０
年
に
向
け

て
、
温
泉
入
浴
と
地
熱
発
電
と
の

適
切
な
す
み
分
け
を
図
り
つ
つ
、

温
泉
資
源
、
温
泉
文
化
を
守
り
、

世
界
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を
事

業
の
柱
に
し
た
い
。
ま
た
、
温
泉

に
か
か
わ
る
新
た
な
課
題
に
も
対

応
し
て
い
く
。
例
え
ば
、
温
泉
入

浴
に
お
け
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
問
題

だ
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
の
施

行
に
伴
い
、厚
生
労
働
省
か
ら
は
、

大
浴
場
な
ど
で
は
受
け
付
け
時
に

「
身
体
的
な
特
徴
を
も
っ
て
判
断

す
る
」
よ
う
通
知
が
出
さ
れ
て
い

る
が
、
温
泉
入
浴
施
設
が
現
場
で

の
ト
ラ
ブ
ル
や
混
乱
を
回
避
す
る

に
は
、
指
針
な
ど
を
検
討
す
る
必

要
も
出
て
き
て
い
る
。

　
―
―
最
後
に
、
会
員
、
関
係
機

関
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く

の
温
泉
事
業
者
が
休
業
、
廃
業
に

追
い
込
ま
れ
た
。
当
協
会
の
会
員

数
も
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、

観
光
が
日
本
の
基
幹
産
業
で
あ
る

な
ら
ば
、
温
泉
事
業
者
も
復
興
す

る
は
ず
だ
。
温
泉
入
浴
施
設
の
人

手
不
足
の
解
消
や
後
継
者
の
確
保

に
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
温
泉
に
関
わ
る
事
業
者
や

学
術
関
係
者
の
地
位
向
上
、
育
成

確
保
も
欠
か
せ
な
い
。
「
温
泉
文

化
」
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

へ
の
登
録
も
こ
れ
ら
の
一
助
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。
会
員
の
皆
さ

ま
と
共
に
、
今
後
も
協
会
が
一
丸

と
な
っ
て
事
業
を
推
進
し
た
い
。

観
光
関
連
団
体
や
自
治
体
、
関
係

省
庁
の
皆
さ
ま
に
も
引
き
続
き
ご

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。


